
様式第２号（第６条関係）

【評価の対象】

【評価の時期】

【評価の視点】

地域への対応

・市が担う必要はあるか
・市が実施する必要はあるか

・事業の規模は妥当か
・整備場所は妥当か

・事業の着手時期は適切か

・課題解決又は政策目標達成のために有効な手段か
・経済的波及効果は認められるか

・費用（維持管理費及び運営費を含む）は適切か

・周辺環境及び景観との調和に配慮した検討がされているか
・市民（特に地元住民）への説明や情報共有の手法は適切か

事業の必要性

事業の妥当性

事業の優先性

事業の有効性

事業の経済性・効率
性

　(4) 対応方針の決定　　 ：

　(5) 対応方針等の公表　：

令和３年７月

令和３年７月

令和３年８月～11月

令和３年12月

令和３年12月

　(1) 自己評価調書作成　：

　(2) 評価会議　　　      　：

　(3) 評価委員会      　　 ：

事業名

事業概要

（仮称）つくば市陸上競技場整備事業

つくば市上郷2494番地３（旧上郷高校跡地）

　つくば市には小・中学校の公式陸上記録会・競技会を開催するための市営
の施設がなく、筑波大学や他の自治体の施設を借用している。また、市ＰＴ
Ａ連絡協議会やスポーツ団体などから陸上競技場の整備の要望が強くある。
そのため、小中学生の公式記録が取れるとともに、つくば市陸上競技選手権
大会が開催できる陸上競技場を整備する。

施設の整備内容
・日本陸上競技連盟の第４種公認（第３種相当整備）
・400ｍトラック１面（全天候舗装８レーン）
・インフィールドは天然芝（投てき競技に対応）
・メインスタンドは1,500席、芝生スタンドは2,500席
・管理棟には本部室、多目的室、トイレ、更衣室、シャワー室等を整備
・園地はウォームアップ空間やジョギングコース等を整備
・駐車場は普通車用400～500台（バス33台分に転用可能）
・付帯施設としてセミナーハウス等を整備
・その他、災害時の避難場所として活用

場所

大規模事業評価実施方針

事業所管部署

作成年月日

市民部スポーツ振興課
　スポーツ施設整備室

令和３年(2021年)７月19日
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【評価の方法】

【その他】

・大規模事業自己評価調書を作成する。
・内部評価会議を行い、結果を公表する。
・大規模事業評価委員会へ諮問を行い、答申を受ける。
・事業の対応方針を決定し、公表する。
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